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平成6年度宇宙関係経費概算要求（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　平成5年8月30日
　　　　　　　　　　⑯：国庫債務負担行為限度額、単位：百万円）
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B通信放送技術衛星（COMETS）の開発

C肢術試験衛星VlI型（ETS－VIl）の開発

D往還技術試験機の開発研究

EJ－1ロケットの開発
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省庁別の主な事項 平成5年度 平成6年度 比較増減額 備考
当初予算額 概算要求額

㊥14，338 ㊥21，283 ㊥　6，945
（3）±也王学祷薔潰1囎誉佳白雪十画「 19，532 31，427 11，895

①静止気象衛星5号（GMS－5）の開発 1，506 L120 △　387

②地球観則プラットフォーム技術衛星（AD ㊨　9，226 ㊨　　30 ㊥△9，196
EOS）の開発 11，887 18，357 6，470

㊥　3』24 ㊥　・8，646 ㊥　5，622
③熱帯降雨観測i衛星（TRMM）の開発 919 2，537 1，618

㊨　　789 ㊨　9，397 ㊨　8，608
，④環境観測肢術衛星（ADEOS－II）の開発 143 2，137 1，994

⑤高分解能観測肢術衛星（Hl，ROS）の ㊨　L907 ㊨　1，907 o

0 477 477

㊨　LO21 ㊨△LO21
2．航空宇宙技術研究所 4，258 4，251 △　　8

①革新航空宇宙輸送要素技術の研究 283 287 4

②無人有翼往還機の研究 324 875 551

㊥　1，021 ㊨△LO21
③紫苧整備、施設費等 2，670 2，042 △　628

ほか、宇宙開発委員会に必要な経費等 632 580 △　　52

8
9

1，103 1，014

通信衛星使用料及び衛星地上局設備改修費
七

480 620 140

衛星搭載用観則研究機器製作費

㊥20，684 ㊨　9，809 ㊥△n875
文部省 20，646 21，529 884

①第16号科学衛星（MUSES－B）の開発 3，939 4，201 263

㊥　9，809 ㊨　9，809
②第17号科学衛星（LUNAR－A）の開発 566 952 386

㊥　8，961 ㊥△8，961
③第18号科学衛星（PLANET－B）の開発　’ 3，036 980 △2，056

④第19号科学衛星（ASTRO－E）の開発研究 0 5
1

5
1

⑤宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）
の開発 939 2，029 LO89

㊥　5，310 ⑱△5，310

⑥M－Vロケットの開発 5，238 4，894 △　344

㊨　6，413 ㊨△6，413
ほか、M－Vロケットの製作等 6，927 8，422 1，495



省庁別の主な事項 平成5年度 平成6年度 比較増減額 備考
当初予算額 概算要求額

13，987 13，113 △　874

①宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）
の開発 4，397 2，832 △1，565

②軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）

の開発 3，325 769 △2，556

③國i九道プラットフォーム搭載用資源探査観

測システムの研究開発（ASTER） 2，907 4，050， 1，143

④宇宙用ロボット樹術実験筆置の開発 137 196 5
8

ほか、次世｛」醐ロレーダ等の研究開発、 3，221 5，266 2，045

次世｛℃二三効果気体センサ（lMG－lDの

㊨　　111 ㊨30，400 ㊨30，289
運諭省 7，517 9，562 　　2，044

A

①郭止気象衛星5号（GMS－5）の開発 4，519 3，351 △1，168

②直難論日用中継器の開発（静止気象緯i星5
号搭載用） 37 32 △　　5

㊨30，400 ㊥30，400
③運輸移目的衛星の調達 0 ’140 140

㊥，　111 ㊨△　111
ほか、静止気象衛星業務等 2，961 6，038 3，078

郵政省 1，859 3，178 1，319

①高度衛星通信放送技術の研究開発 662 703 4
1

②衛星間通信皮術の研究開発 286 316 3
0

③睦上移動体衛星通信及び移動本衛星音声放
送システムに関する研究開発 1

0
141 131

ほか、宇宙からの降雨観測のための二周波ド go1 2，018 1，117

ップラレーダの研究等

建設省 6 6 0

人工衛星を利用した測馳位置の決定

自台省 4
1

44 3

無線通信施設の維持管理


